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環 境 省 

 

環境省では、容器包装廃棄物の３Ｒの推進に資する活動の奨励・普及を図

るため、平成 18 年度に「容器包装３Ｒ推進環境大臣賞」を創設しました。 

この表彰制度は、市民団体、ＮＰＯ、学校、地方公共団体及び事業者等に

おける容器包装廃棄物の３Ｒの推進に資する活動の奨励・普及を図ること

を目的にしたものです。 

平成21年度も引き続き、次のとおり表彰候補団体を募集しますので、市民団体、

ＮＰＯ、学校、地方公共団体及び事業者など、多数の方々の御応募をお待ちしてお

ります。 

 



 

 

平成21年度 容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 募集要領 

1. 目的 

本制度は、容器包装廃棄物の３Ｒ（発生抑制：Reduce、再使用：Reuse、再生利用：Recycle）

の推進に資する優れた取組を行っている市民団体、ＮＰＯ、学校、地方公共団体及び事業者等に

対して、環境大臣賞を授与することを通じて３Ｒ推進の奨励を図るとともに、優れた取組を広く

紹介することにより３Ｒ推進の普及を図り、もって循環型社会の構築を推進することを目的とし

ます。 

 

2. 環境大臣賞の内容 

本制度では、「地域の連携協働部門」、「小売店部門」及び「製品部門」の３部門を設け、部門ご

とに、容器包装廃棄物の３Ｒに関する「最優秀賞」（各１団体）、「優秀賞」（各１団体）及び「奨

励賞」（各１～３団体）を授与します。 

 

3. 募集対象 

循環型社会の形成に向け、容器包装廃棄物の３Ｒに資する優れた取組を地域社会で行っている市

民団体、ＮＰＯ、学校、地方公共団体、小売業者、及び優れた製品を製造・利用している事業者などを

対象として、前項に掲げる部門ごとに募集します。 

また、これまでに環境大臣賞最優秀賞を受賞されていない団体については、引き続き応募いた

だけます。なお、個人は募集対象となりません。 

部 門 募集対象 応募資格 

① 地域の連携

協働部門 

市民団体、ＮＰＯ、学校、

事業者、地方公共団体等が

連携協働して、地域レベル

で容器包装廃棄物の３Ｒ活

動を実践し、その取組効果

が顕著なもの 

左記の取組を連携協働して行っている市民団

体、ＮＰＯ、学校、事業者、地方公共団体等 

※ 応募者は原則として、連携協働した活動の中

心的役割をしている団体の代表者とします。な

お、連携協働した活動に参加する全ての団体が

連名（押印）で、応募を行うこともできます。

② 小売店部門 小売店舗において容器包

装廃棄物の３Ｒに関して優

れた取組を行い、その取組

効果が顕著なもの 

左記の取組を行っている小売業者 

※ 応募者は、小売店舗を代表して、小売業者の

代表者とします。応募の単位は小売店舗ごとと

することも、全ての小売店舗とすることもでき

ます。 

③ 製品部門 容器包装が廃棄物となっ

た段階で３Ｒの推進に資す

ることに配慮した、画期的

な製品設計や素材選択等を

行い、その取組効果が顕著

なもの 

 左記の容器包装を製造している事業者（製造事

業者） 

 左記の容器包装を利用した商品の製造をしてい

る事業者（利用事業者） 

※ 製造事業者と利用事業者が共同で容器包装の

製造を行っている場合は、連名（押印）で応募

することができます。 
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４． 応募方法、審査手順 

(1) 応募団体は、部門ごとの応募書（募集要領、別紙１－①～１－③）に必要事項を記入して、

推薦書などの添付書類とともに、応募団体を管轄する環境省地方環境事務所へ正副各１部を持

参いただくか、郵送又は宅配便で送付して下さい。なお、電子メール、FAX による応募はでき

ません。 

(2) 応募団体が推薦書の交付を希望する場合、管轄する都道府県又は市町村へ、推薦依頼書（募

集要領、別紙３）により依頼して下さい。 

(3) 推薦依頼を受けた都道府県又は市町村は、応募団体の取り組み実績等から、表彰候補団体と

して推薦することが適当と認める場合、推薦書（募集要領、別紙４）を交付いただくように御

願いします。なお、３Ｒ活動推進フォーラムが応募団体を推薦することもできます。 

(4) 地方環境事務所は応募書類を受付するとともに、必要に応じて、地方環境事務所の推薦意見

を添付して、リサイクル推進室へ応募書、推薦書を送付します。 

(5) 応募書、推薦書及び地方環境事務所の推薦意見に基づき、学識経験者、３Ｒ推進マイスター

など外部委員から構成する「平成21年度容器包装３Ｒ推進環境大臣賞審査委員会」において、

先進性、独自性、有効性、継続性、波及性など様々な面から総合的に審査して受賞候補団体を

選考し、環境大臣が受賞団体を決定します。 

(6) 必要に応じて、電話等によるヒアリングや資料の追加送付等をお願いする場合があります。

審査の結果は、各賞が決定した後すみやかに応募代表者に文書で通知します。 

(7) 審査内容の詳細に関するお問い合わせ、審査結果に対する異議申立については一切お受けで

きませんので、御留意下さい。 
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５． 応募期間 

平成21年９月10日（木）から10月30日（金）まで（消印有効とします） 
 
６． 書類の提出先 

応募団体の所在地 提出先 提出先住所 
北海道 北海道地方環境事

務所 
 

〒060-0808 札幌市北区北８条西２丁目、札
幌第１合同庁舎 
TEL 011-299-1952、FAX 011-736-1234 

青森県、岩手県、宮城県、
秋田県、山形県、福島県 

東北地方環境事務
所 

〒980-0014 
仙台市青葉区本町３-２-23、仙台第二合同庁
舎 
TEL 022-722-2871、FAX 022-724-4311 

茨城県、栃木県、群馬県、
埼玉県、千葉県、東京都、
神奈川県、新潟県、山梨
県、静岡県 

関東地方環境事務
所 

〒330-6018 
さいたま市中央区新都心11-２、明治安田生
命さいたま新都心ビル 
TEL 048-600-0814、FAX 048-600-0517 

富山県、石川県、福井県、
長野県、岐阜県、愛知県、
三重県 

中部地方環境事務
所 

〒460-0001 
名古屋市中区三の丸２-５-２ 
TEL 052-955-2132、FAX 052-951-8889 

応募団体 

管轄する都道府県又は市町村 推薦書（別紙４） 

推薦依頼書（別紙３）

※

※ 推薦依頼を受けた都道府県又は市町村が

応募団体の取り組み実績等から、推薦するこ

とが適当と認める場合に、推薦書（別紙４）

を交付して下さい。 

応募書、推薦書（別紙４） 

地方環境事務所 

 応募書、推薦書の取り纏め（応募者リスト作成）

 地方環境事務所の推薦意見を添付 

リサイクル推進室 

「平成21年度容器包装３Ｒ推進環境大臣賞

審査委員会」による受賞候補団体の選考 

環境大臣による受賞団体の決定 

３Ｒ活動推進フォーラム 
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７． 環境大臣賞の授与式 

(1) 平成22年１月頃に環境大臣賞の授与式を開催する予定です。詳細が決まり次第御案内します。 

(2) 各部門の最優秀賞受賞者には、「容器包装３Ｒ推進環境大臣賞標章」の使用権を付与します。 

(3) 各部門の受賞者については、環境省のホームページに紹介させていただきます。 
 

８． 問い合わせ先 

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進室  担当：菊池・村上 

〒100-8975 東京都千代田区霞が関1-2-2 

TEL：03-5501-3153（直通）、03-3581-3351（内線6854）、FAX：03-3593-8262 

電子メール：YOURIHOU@env.go.jp  

＜メールタイトル＞ ３Ｒ推進環境大臣賞の応募 

滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、奈良県、和歌山
県 

近畿地方環境事務
所 

〒540-6591 
大阪市中央区大手前１-７-31 大阪マーチ
ャンダイズマートビル 
TEL 06-4792-0702、FAX 06-4790-2800 

鳥取県、島根県、岡山県、
広島県、山口県 

中国四国地方環境
事務所 
 

〒700-0984 
岡山市北区桑田町 18-28 明治安田生命岡
山桑田町ビル 
TEL 086-223-1584、FAX 086-224-2081 

徳島県、香川県、愛媛県、
高知県 

中国四国地方環境
事務所高松事務所 

〒760-0023 
高松市寿町2-1-1、高松第一生命ビル新館 
TEL 087-811-7240、FAX 087-822-6203 

福岡県、佐賀県、長崎県、
熊本県、大分県、宮崎県、
鹿児島県、沖縄県 

九州地方環境事務
所 

〒862-0913 
熊本市尾ノ上1-6-22 
TEL 096-214-0328、FAX 096-214-0354 
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容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 

 
応 募 書 （地域の連携協働部門）  

 
平成  年  月  日 

 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 御中 
 

（応募者名）             
（代表者役職・氏名）        印 

 
 

1. 取組事例の名称 

 

 
 
２－１．応募者連絡先 

団 体 名  

住   所  
（〒   ―    ） 

 

ふりがな   

氏   名   

所属部署   

電   話   

ファックス  

担 

当 
者 

Ｅ－ｍａｉｌ  

２－２．取組の連携実施団体・代表者名・連絡先（2-1 の代表応募者以外の団体名・代表者名を

記入して下さい。枠が足らない場合は増やして記入して下さい。） 

事業者名 代表者名 連絡先（電話） 

   

   

   

 
 

 

別紙１－① 応募用紙 
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３．取組の区分［効果があるものに○印（複数選択可）］ 

１．容器包装廃棄物の発生抑制（リデュース） 

２．容器包装廃棄物の再使用（リユース） 

３．容器包装廃棄物の再生利用（リサイクル） 

 
４．取組の概要等 

取組の概要 ① 取組を始めた経緯、現在の取組の目標、取組内容、その効果等を記入してくださ

い。 

 

② 取組の内容、効果については、容器包装廃棄物の３Ｒの観点に留意して記入して

ください。 

（例：本取組は、事業者、行政の協力の下、市民団体により行われており、○○を内

容としているが、特に容器包装廃棄物のリデュースに大きな成果を上げており、

具体的には□□といった効果を上げている。等） 

 

③ 複数の取組にまたがる場合には、それぞれ取組の内容、効果等を記入してくださ

い。 

（例：本連携協働協議会では、A、B及び Cの取組を行っており、Aの取組の内容は◇

◇でありリユース対策として、Bの取組内容は▽▽でありリサイクルの促進の観点

から、Cの取組は地域全体で進める環境教育の観点から、それぞれ◎、△、□等の

高い効果を上げている。等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

類似表彰の

受賞歴 
※ 類似表彰の受賞歴をお持ちでしたら、その表彰名、受賞年度、受賞名を記入して

ください。 
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５．各側面でのアピールポイント 

取組のアピールポイントを、以下の各側面からご記入ください。各項目の審査基準に

ついては、「別紙２－① 審査基準」をご参照ください。 

先進性・ 

独自性 

 

※ 地域における容器包装廃棄物の３Ｒに資する取組として、他では見られない先進

的な連携の方法、独自の協力等があれば、ご記入ください。 

有効性 

 

 

 

 

※１ 容器包装廃棄物の３Ｒに資する取組の有効性として、その効果を記入してくだ

さい。特に、取組前と比較した容器包装の年間使用削減量や年間使用削減率等の

定量的な効果を把握している場合にはその内容を記入してください。 

 

※２ さらに、この取組が CO2 削減その他の環境保全上の効果が得られている場合に

は、定量的な効果も含め、その内容を簡潔に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

継続性 

 

 

 

 

※１ 取組の開始時期、活動年数など継続性が分かる内容を記入してください。 

※２ また、継続性を担保するため、定期的な評価・改善などを行っている場合は、

その内容も記入してください。 

 

 

 

 

波及性 

 

 

 

 

※1 主体間の連携の強さがわかる根拠等を記入ください。 

※2 取組が波及効果を有している場合には、他の事業者や市民団体、地方公共団体へ

波及した内容等を記入してください。特に、波及した主体の数やそれらの主体に

よる容器包装の使用削減量など定量的な効果を把握している場合には、記入して

ください。 

 

その他 

 

 

※ 上記の他、特筆すべき点、アピールすべき点があればご記入ください。 

６．その他 

 本応募書以外に参考となる資料があれば添付して下さい。 

例１：活動主体、取組内容・連携の様子等がわかる資料（パンフレット、広報誌、取組写真、説明資料等） 

例２：新聞・雑誌・地域情報誌等における報道記事等 
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容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 

 
応 募 書 （小売店部門）  

 
平成  年  月  日 

 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 御中 
 

（応募者名）             
（代表者役職・氏名）        印 

 
 

1. 取組の名称 

 

 
 
2. 取組店舗名 

 

 
 
3. 応募者連絡先 

団 体 名  

住   所  
（〒   ―    ） 

 

ふりがな   

氏   名   

所属部署   

電   話   

ファックス  

担 

当 

者 

Ｅ－ｍａｉｌ  

4. 取組の区分［効果があるものに○印（複数選択可）］ 

１．容器包装廃棄物の発生抑制（リデュース） 

２．容器包装廃棄物の再使用（リユース） 

３．容器包装廃棄物の再商品化（リサイクル） 

 

別紙１－② 応募用紙 
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5. 取組の概要等 

取組の概要 ※１ 取組を始めた経緯、現在の取組の目標、取組内容、その効果等を記入してくだ

さい。 

 

※２ 取組の内容、効果については、容器包装廃棄物の３Ｒの観点に留意して記入し

てください。 

（例：本取組は、○○といったものであるが、容器包装廃棄物のリデュースの

観点から具体的には□□といった大きな効果を上げている。等） 

 

※３ 複数の取組にまたがる場合には、それぞれ取組の内容、効果等を記入してくだ

さい。 

  （例：本店舗では、A及び Bの取組を行っており、Aの取組の内容は◇◇であり、

Bの取組内容は▽▽である。リデュース、リユース、リサイクルの促進の観点か

ら、それぞれ具体的に□△、○□、□◎等の高い効果を上げている。等） 

 

類似表彰の

受賞歴 

※ 類似表彰の受賞歴をお持ちでしたら、その表彰名、受賞年度、受賞名を記入して

ください。 
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６．各側面でのアピールポイント 
 

取組のアピールポイントを、以下の各側面からご記入ください。各項目の審査基準に

ついては、「別紙２－② 審査基準」をご参照ください。 

先進性・ 

独自性 

 

※ 小売店舗における容器包装廃棄物の３Ｒに資する取組として、他では見られない先

進的な内容、独自の取組等があれば、記入してください。 

 

有効性 

 

 

 

 

※１ 容器包装廃棄物の３Ｒに資する取組の有効性として、その効果を記入してくださ

い。特に、取組前と比較した容器包装の年間使用削減量や年間使用削減率等の定

量的な効果を把握している場合にはその内容を記入してください。 

※２ さらに、この取組が CO2 削減その他の環境保全上の効果が得られている場合に

は、定量的な効果も含め、その内容を簡潔に記入してください。 

 

継続性 

 

 

 

 

※１ 取組の開始時期、活動年数など継続性が分かる内容を記入してください。 

※２ また、継続性を担保するため、定期的な評価・改善などを行っている場合は、そ

の内容も記入してください。 

 

 

波及性 

 

 

 

 

※ 取組が他の事業者や市民団体、地方公共団体への波及効果を有している場合には、

その具体的内容等を記入してください。特に、波及した主体の数やそれらの主体によ

る容器包装の使用削減量など定量的な効果を把握している場合には、記入してくださ

い。 

 

 

その他 

 

 

 

※ 上記の他、特筆すべき点、アピールすべき点があればご記入ください。 

 

 
７．添付資料 

本応募書以外に参考となる資料があれば添付してください。 

例１： 取組内容がわかる資料（消費者向けパンフレット、広報誌、店内写真、環境報告書、説明資料等） 

例２： 新聞・雑誌・地域情報誌等における報道記事等 

―10― 



 

 

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 

 
応 募 書 （製品部門）  

 
平成  年  月  日 

 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 御中 
 

（応募者名）             
（代表者役職・氏名）        印 

 
 
１． 製品（容器包装・当該容器包装を用いた商品。以下同じ。）の名称 

 

 
 
２－１．応募者連絡先 

団 体 名  

住   所  
（〒   ―    ） 

 

ふりがな   

氏   名   

所属部署   

電   話   

ファックス  

担 

当 
者 

Ｅ－ｍａｉｌ  

２－２．共同製造事業者（製造事業者と利用事業者が共同で容器包装の製造を行っており、連

名での応募を希望する場合は 2-1 の代表応募者以外の事業者名を記入） 

事業者名 代表者名 連絡先（電話） 

   

３．取組の区分［効果があるものに○印（複数選択可）］ 

１．容器包装廃棄物の発生抑制（リデュース） 

２．容器包装廃棄物の再使用（リユース） 

３．容器包装廃棄物の再生利用（リサイクル） 

別紙１－③ 応募用紙 
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４．製品の概要等 

製品の概要 ※１ 製品の製造等をはじめた経緯、現在の製品に関する目標、製品の特徴、その効

果等を記入してください。 

 

※２ 製品の特徴と効果については、容器包装廃棄物の３Ｒの観点に留意して記入し

てください。 

  （例：本製品は、製造事業者との共同開発により実現した○○の点が特徴的な容

器包装を用いた商品であり、既存製品の代替として流通量を△□と拡大してお

り、容器包装廃棄物のリデュース、リユース対策として、具体的には□□、◎○

といった効果を上げている。等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

類似表彰の

受賞歴 

※ 類似表彰の受賞歴をお持ちでしたら、その表彰名、受賞年度、受賞名をご記入く

ださい。 
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５．各側面でのアピールポイント 
 

取組のアピールポイントを、以下の各側面からご記入ください。各項目の審査基準に

ついては、「別紙２－③ 審査基準」をご参照ください。 

先進性・ 

独自性 

 

※ 容器包装廃棄物の３Ｒに配慮した製品として、他の製品には見られない先進的な特

徴や独自の機能等があれば、記入してください。 

有効性 

 

 

 

 

※１ 容器包装廃棄物の３Ｒに配慮した製品として、その効果を記入してください。特

に、従来製品と比べた容器包装重量の削減量や削減率等の定量的な効果を把握され

ている場合は、その内容を記入してください。 

【３Ｒごとの有効性を測る指標の例】 

リデュース（軽量化・薄肉化、

簡易包装化等） 

内容量当たり容器包装重量の削減量・削減

率（従来製品と本製品の比較） 

リユース（詰め替え方式等） 内容量当たり容器包装重量の削減量・削減

率（本体と本製品の比較） 

リサイクル（分別容易化等） つぶし易さや洗い易さ・汚れの付着しにく

さ等による分別排出コストの低減 

   

※２ さらに、本製品の製造・流通等において CO2 削減その他の環境保全上の効果が得

られている場合には、定量的な効果も含め、その内容を簡潔に記入してください。

 

経済性 ※ 本製品が従来製品に比較して、原材料費や光熱水費の低減等、コスト削減につなが

る点があれば、記入してください。特に、その効果を定量的に把握されている場合は、

その内容を記入してください。 

普及性 

 

 

 

 

※ 本製品の従来製品に代替するものとしての消費者への普及拡大の状況とその効果を

記入してください。特に、製品販売量や従来製品の代替による容器包装重量の総削減

量など定量的な効果を把握している場合には、記入してください。 

その他 

 

 

 

※ その他、特筆すべき点、アピールすべき点があればご記入ください。 

 
６．添付資料 

本応募書以外に参考となる資料があれば添付してください。 

 例１： 製品がわかる資料（設計資料、消費者向け資料、製品写真、環境報告書、製品説明資料等） 

 例２： 新聞・雑誌・地域情報誌等における報道記事等 
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別紙２－① 審査基準 

 

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞（地域の連携協働部門） 

   
以下の項目ごとに評価し、それぞれの項目での評価の合計が高いものを優れた取組と

して環境大臣賞の対象とします。 

 

先進性 

・独自性 

地域における容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、他では見ら

れない各主体による内容の先進性や独自性があるといえるか。 

 

有効性 容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、容器包装の使用削減やリ

ターナブル容器の利用拡大、リサイクル率の向上など３Ｒ上の効果がある

といえるか。 

加えて、本取組が CO2 削減その他の環境保全上の効果があるといえるか。

継続性 継続性がある取組といえるか。また、取組の評価・改善が適切に行われ

ているか。 

連携性 

・波及性 

容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として連携性が高いといえるか。

また、他の消費者、NPO、事業者、地方公共団体等に広く影響を与え、波及

効果を得ているといえるか。 

その他 上記以外の特筆すべき点、アピールポイントとして示された内容につい

て、評価するべきものはあるか。 
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別紙２－②審査基準 

 
 

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞（小売店部門） 

   
以下の項目ごとに評価し、それぞれの項目での評価の合計が高いものを優れた取組とし

て環境大臣賞の対象とします。 

 

先進性 

・独自性 

小売店舗における容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、他の店

舗による取組には見られない先進性や独自の工夫・アイデアがあるといえ

るか。 

有効性 容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、容器包装の使用削減やリ

ターナブル容器の利用拡大、リサイクル率の向上など３Ｒ上の効果がある

といえるか。 

加えて、本取組が CO2 削減その他の環境保全上の効果があるといえるか。

継続性 継続性がある取組といえるか。また、取組の評価・改善が適切に行われ

ているか。 

波及性 容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、他の小売業者や製造事業

者、消費者、NPO、地方公共団体等に広く影響を与え、取組が波及効果を得

ているといえるか。 

その他 上記以外の特筆すべき点、アピールポイントとして示された内容につい

て、評価するべきものはあるか。 
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別紙２－③ 審査基準 

 

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞（製品部門） 

 
      以下の項目ごとに評価し、それぞれの項目での評価の合計が高いものを優れた製品と

して環境大臣賞の対象とします。 

 

先進性 

・独自性 

容器包装廃棄物の３Ｒに配慮した製品として、軽量化・薄肉化、詰め替え方

式、単一素材化、リサイクル容易設計等について、他の製品には見られない先

進的な特徴や独自の機能等があるといえるか。 

有効性 容器包装廃棄物の３Ｒに配慮した製品として、容器包装の重量削減や分別

排出コストの低減、リサイクル率の向上など３Ｒ上の効果があるといえるか。

 
【３Ｒごとの有効性を測る指標の例】 

リデュース（軽量化・薄肉化、

簡易包装化等） 
内容量当たり容器包装重量の削減量・削

減率（従来製品と本製品の比較） 

リユース（詰め替え方式等） 内容量当たり容器包装重量の削減量・削

減率（本体と本製品の比較） 

リサイクル（分別容易化等） つぶし易さや洗い易さ・汚れの付着しに

くさ等による分別排出コストの低減 

加えて、本製品の製造・流通等において CO2 削減その他の環境保全上の効果

があるといえるか。 

経済性 原材料費や光熱水費の低減等、コスト削減につながる効果があるか。 

普及性 本製品が従来製品を代替するものとして、消費者への普及拡大が図られて

いるか。 

その他 上記以外の特筆すべき点、アピールポイントとして示された内容について、

評価するべきものはあるか。 
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平成○年○月○日 

 
○○○県廃棄物担当部局長 様 ※ 

※市町村へ推薦依頼する場合は、宛先は廃棄物担当局部長 

 
（所在地） 

（申請団体名） 

（代表者） 

（印） 

 

推 薦 依 頼 書 
 

この度、平成 21 年度容器包装３Ｒ推進環境大臣賞に応募しますので、下記により、推薦

書を交付いただくように御依頼いたします。 

 

記 

 

応募区分※ 地域の連携協働部門    小売店部門    製品部門 

※応募する部門を○で囲むこと 

 

取組（製品）

の名称 
 

 

推薦を依頼

する理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

別紙３ 
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文書番号 
平成○年○月○日 

 
環境省○○地方環境事務所長 様 

 
○○○県廃棄物担当部局長 ○○ ○○ （印） 

※市町村が推薦する場合は、廃棄物担当局部長 

 

推 薦 書 
 

「平成 21年度容器包装３Ｒ推進環境大臣賞」に応募します下記の団体を推薦いたします

ので、よろしくお取りはからい願います。 

記 

推薦団体名  

同 所在地  

同 代表者  

 

応募区分※ 地域の連携協働部門    小売店部門    製品部門 

※応募する部門を○で囲むこと 

 

取組（製品）

の名称 
 

 

推薦理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

別紙４ 

―18― 


